
【公表】 

進捗状況の概要【１ページ】 

学寮の英語による 24 時間管理体制開始 

ステップ 1（平成 26 年度～平成 28 年度）：アジア基盤強化・アフリカ進出準備

ABE イニシアティブ研修生受け入れ開始（初年度から継続して国内最多） 

ミャンマー
国境省職員研修

1 月ミャンマー 

現地調査 

H26 H27 H28 

海外留学生安全対策
協議会(JCSOS)加入 全学生を対象とした英語によるリスクマネジメント講座実施準備 

東南アジアを中心とした 

ダブル・ディグリー構想 

新たな海外拠点の設立 

アフリカにおける
戦略的展開

言語教育研究センターを 
中心とした日本語教育 

国際協力人材育成 
プログラムの拡充 

日本人学生向けの 
海外留学体制の確立 

博士課程（後期）設置 

ナンバリング

シラバスの
フォーマット統一化

組織体制 

ガバナンス 

11月ベトナム・ハノイ 

海外事務所開設 

中央アジア・アメリカ大学（キルギス）、国立政治大学（台湾）、 
モンゴル王立国際大学（モンゴル）とのリンケージプログラム構築 

アフリカ各地での大学留学フェアに参加継続（2回／年間）

H29 

日本的ビジネス・プラクティス教材・日本語 e-learning 教材の開発、公開、活用 

ベトナムでの日本企業の冠講座開講（毎年） 

日本企業海外現地法人幹部候補社員
向け日本語研修実施（毎年） 

H26 H27 H28 H29 

1 月ミャンマー 

現地調査 

国際協力人材育成プロフェッショナル・スクール構想検討 

H26 H27 H28 H29 

9 月 国際関係
学研究科博士
後期課程設置 

教務事務システム改修・移行作業完了 

シラバスのオンライン入力化

ナンバリング再構築検討 

シラバスの
フォーマット統一完了

10 月スーパーグローバル
大学推進本部設置 

11 月スーパーグローバ
ル大学推進本部設置

国際経営学研究科 AACSB 受審のためインタ

ーナショナル・アドバイザリー・ボードﾞ設

現インターナショナル・アドバイザリ

ー・ボードﾞの全学的運用を検討・準備 

11 月ベトナ
ム拠点設置

H26 H27 H28 H29 

ガーナ大学 
から教員招聘
（修了生） 

国際化の基盤強化 

国際化推進 

教育改革 

ガバナンス 

2 月ガーナ

現地調査 3 月ガーナ大学との協定締結
（初のアフリカ協定校） 

カウンセリングルー

ム開設／カウンセラ

ー採用 

（B21_国際大学）



東南アジアを中⼼と
したダブル・ディグ
リー構想の拡充と

海外拠点の設⽴構想

⾔語教育研究
センターを
中⼼とした
⽇本語教育

国際協⼒⼈材育成
プログラムの拡充

アフリカにおける
戦略的展開

【公表】 

特筆すべき成果（グッドプラクティス）【１ページ】 

Where the World Gathers
～グローバル・リーダー養成 ３５年の実績〜 

⽇本語学習動画

⽇本語学習⽤スマートフォンアプリ

がんばってかな 

がんばって 
シャドーイング

外国語による 
科⽬割合 

100% 

外国語のみで 
卒業できる 

100% 
シラバス
英語化

96.4% 

TOEFL 等 
外部試験活⽤ 

100% 

奨学⾦⽀給 
⼊学許可伝達 

100% 

外国⼈ 
教員割合 

81.0% 

・明治⼤、⽴教⼤ 学部⽣フィールドワーク

・国際関係学博⼠後期課程設置

取り組みの相互作⽤

副産物① 

・ハノイ事務所開設
・リンケージプログラムの拡充
（インドネシア・モンゴル・キルギス・台湾）

・ミャンマー現地視察
・ガーナ現地視察

・ESADE(スペイン)
とのダブル・ディグリー
プログラム

ミャンマー

国境省

職員研修

・ハノイ事務所での⽇本企業

・⽇本的ビジネスプラクティス
・⽇本語 e-learning 教材の開発

→ブレンデッド学習 ⼊学前教育

「国益」の根本を⽀える⼈的資源の育成 
世界の多様性を理解し、世界の多様性を促す⼈材 

↓ 
全ての国の利益（世界益） 

ABE イニシアティブ合同プログラムでの 

日本語学習教材配布／レクチャー 

（ABE イニシアティブの趣旨） 

アフリカにおける産業開発に資する日本とアフリカの間

での人脈が形成され、日本企業がアフリカにおいて経

済活動を進める際の水先案内人として活躍すること。 

（IUJ のアフリカにおける戦略的展開） 

すでにアジアで確立されている本学のブランド力をアフ

リカで構築し、日本経済を教育分野から強力に支援す

る。 

海外現地法人幹部候補社員向け日本語研修 

（グローバル人材パートナーシップ企業） 

（IUJ の日本語教育） 

グローバル人材パートナーシップ締結企業と連携して、アジ

ア諸国で展開する日本企業が求める即戦的な日本語教育

・ガーナ⼤学との協定締結

・アフリカでの⼤学説明会参加（毎年） 
・ABE イニシアティブ研修⽣受け⼊れ
（初年度から継続して国内最多）

副産物② 

副産物③ 

（B21_国際大学）




